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インターネットによるコンタクトレンズ眼障害

アンケー卜調査の集計結果報告(平成21年度)

はじめに

コンタクトレンズ(以下 CL)装用者の増加に伴って，

CLによる眼障害の数も増えている。日本眼科医会がこ

参 れまでに実施したアンケート調査刊の結果から， CL使

用者の 5-10%に限障害が発生していると推察している

が，これはあくまで本会の会員の医療機関を受診した患

者だけを対象として得られたデータであったため，会員

以外の医師の診療所を受診した場合や， トラブルが生じ

ても医療機関を受診しなかった場合などの実態について

は明らかになっていなL、。そこで， 日本眼科医会， 日本

コンタクトレンズ学会， 日本コンタクトレンズ協会の 3

団体からなる日本コンタクトレンズ協議会は，ホームペー

ジ上で一般の方を対象に CL眼障害の調査を行ってい

る10-13)。この 1年間の回答を集計したので報告する。

方法

日本眼科医会のホームページを通じて， CLの装用が

原因と考えられる眼障害を経験したことのある人を対象

9 として調査を行った。なお，本調査には日本コンタクト

レンズ学会ならびに日本コンタクトレンズ協会のホーム

ページからリンクできるようにした。

調査期間は平成 21年 7月5日から平成 22年 7月4日

であった。

調査項目は，性別，年齢(年代別)， CLの休止期間，

トラブルのあった目(右，左，両のいずれか)， 自覚症

状，診断名， CLの種類， CLの購入先， CLの処方施設，

CLの装用状況，装用日数，装用時間，取扱説明書の受
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け現り，定期検査， CLの洗浄，ソフトコンタクトレン

ズ(以下 SCL)の消毒， SCLの消毒剤，使い捨て SCL・

頻回交換 SCLの装用方法の遵守，使い捨て SCL・頻団

交換 SCLの装用日数であった。

結果

97件の回答があった。各設問の集計結果をパーセン

トで記す。

1)性別

男性が 22.7%，女性が 77.3%であった(図1)。

2) 年齢

年代別では， 10歳代が 11.3%，20歳代が 39.2%，30 

歳代が 29.9%，40歳代が 11.3%，50歳代が 7.2%，60 

歳以上が 0%，無回答が1.0%であった(図 2)。

3) 休止期間

休止せずが 14.4%， 3日以内が 55.7%，4日以上が

29.9%であった(図的。

無回答
。%

図 1性別
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4) トラブルのあった目

右目が 32.0%，左目が 15.5%，両日が 52.6%であった

(図 4)。

5) 自覚症状(複数回答可)

右目ならびに左目に生じたトラブルの自覚症状を図 5，

6に示す。充血(右目が 25.5%，左目が 22.7%，以下同

様)，目の痛み (21.3%，19.3%)を訴えるものが多く，

視力低下 (4.6%，4.5%)，かすみ(8.3%，8.0%)，めや

に(13.4%， 13.1%)，乾燥感(11.1%， 14.8%)，かゆみ

(9.3%， 10.2%)，その他 (6.5%，7.4%)であった。

6) 診断名(複数回答可)

右目ならびに左目の診断名を図 7，8に示す。点状表

(人)

100 

80 

60 

40 

20 

。
10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳無回答

以上

図2 年齢(年代別)

無回答
。%

層角膜症(13.0%，11.1%)，角膜上皮びらん(角膜上皮

剥離を含む)(26.1%， 22.2%)，角膜浸潤 (4.3%， 0%)， 

角膜潰虜(10.9%，11.1%)，角膜浮腫 (2.2%，2.8%)， 

角膜血管新生 (2.2%，0%)，結膜充血(19.6%，25.0%)， 

角膜内皮障害 (4.3%，2.8%) で，その他(17.4%，

25.0%)であった。

7) CLの種類

ガス透過性レンズを含むハードコンタクトレンズ(以

下HCL)が 19.6%，従来型 SCLが 13.4%， 1日使い捨

てSCLが 10.3%，1週間連続装用使い捨て SCLが 2.1

%， 2週間頻回交換 SCLが 43.3%，1-6ヶ月定期交換

SCLが 6.2%，カラー SCLが1.0%，度数のないカラー

SCLが4.1%であった(図的。

8) Cしの購入先

CL診療を主とする診療所に併設する販売庖(量販庖

を含む)が 42.3%，一般病院内または併設する販売店が

3.1%，眼科医療機関に併設する販売庖が 27.8%，眼鏡

庖が 10.3%，通信販売が 2.1%，インターネットが 7.2%，

薬局が1.0%，その他が 6.2%であった(図 10)。

9) Cしの処方施設

大学病院が1.0%，一般病院(大学病院を除く)が 4.1
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%，一般眼科診療所が 33.0%，CL診療を主とする診療

所が 44.3%，眼鏡庖に併設する眼科診療所が 4.1%，医

師の処方を受けなかったが 11.3%，その他が 2.1%であっ

た(図 11)。

10) 装用状況

連続装用が 8.2%，終B装用が 91.8%であった(図 12)。

11) 装用日数

毎日が 67.0%，週 6日が 9.3%，週 5日が 10.3%，週

3-4日が 4.1%，週 1-2日が 2.1%，不規則が 5.2%，

その他が 2.1%であった(図 13)。

12) 装用時間

1 B 16時間以上が 20.6%，8-16時間未満が 66.0%，

4-8時間未満が 7.2%，4時間未満が 2.1%，不規則が

1.0%，その他が 3.1%であった(図 14)。
13) 取扱説明書の受け取り

受け取ったが 86.6%，受け取らなかったが 13.4%であっ

た(図 15)。

点状表層角膜症
角膜上皮びらん

〔角膜上皮剥離合む〕

角膜浸潤

角膜潰蕩

角膜浮腫

角膜血管新生
アレルギー性結膜炎

(GPCを含む〕

結膜充血

虹彩炎

根内炎

角膜内皮障害

その他

o ro w w ~ 00 

GPC:巨大乳頭結膜炎 (複数回答可)(人)

点状表層角膜症
角膜上皮びらん

(角膜上皮剥離合む〕

角膜浸潤

図7 診断名(右目)

11.1% 

22.2% 

角膜潰蕩陵翻 11.1%

角膜浮腫園 2.8%

角膜血管新生
アレルギー性結膜炎

(GPCを含む)

結膜充血

虹彩炎

眼内炎

角膜内皮障害

その他

25.0% 

25.0% 

o 10 20 

GPC:巨大乳頭結膜炎

図8 診断名(左目)

30 40 50 

(複数回答可)(人)
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14) 定期検査

1ヶ月に l回が1.0%，3ヶ月に l囲が 15.5%，6ヶ月

にl回が 18.6%，年に l回が 11.3%，不定期に受けてい

たが 20.6%，全く受けていなかったが 29.9%，その他が

3.1%であった(図 16)。

15) CLの洗浄

毎日洗浄していたが 71.1%，週に 2-3回洗浄してい

4.1% その他 0%

不明 0%

l.0% 
総問答。%

6.2% 

2.1% 

口HCL(ガス透過性を含む) 図従来型SCL

皿 1日使い捨て SCL 図 1週間連続装用使い捨てSCL

園 2週間頻回交換SCL 図定期交換Cl~6 ヶ月)SCL

図カラー SCL 圏度数のないカラー SCL

日その他 口不明 a無回答

図 9 Cしの種類

大学病院内または
併設する販売底 0%/3.1% 

譲渡 0%

7.2% 

2.l.% 

図眼科診療所に併設する販売盾(眼科診療所内)

凹眼鏡底 ~S~ の診療を主とする診療所に
併設する販売底(量販底を含む〕

盟通信販売 図インターネット 自 薬局

外国での購入 巴譲渡

口大学病院内または併設する販売底

図一般病院内または併設する販売庖

口その他 聞無回答

図 10 購入先
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たが 5.2%，週に 1回洗浄していたが 2.1%，ほとんど洗

浄していなかったが 4.1%，全く洗浄していなかったが

10.3%，その他が 7.2%であった(図 17)。

16) SCLの消毒

毎日消毒していたが 42.3%，週に l回消毒していたが

1.0%，週に 2~3 回消毒していたが 4.1%，時々消毒し

0% /4.1% 

1.0% 

口一般病院 .大学病院

四一般眼科診療を主とする診療所
(一般眼科診療所合む〕

図眼鏡底に併設する眼科診療所

国 CLの診療を主とする診療所
(CL量販庖に隣接する眼科診療所含む)

図医師の処方は受けなかった

口その他 国無回答

図 11 処方施設

無回答 0%

口連続装用

臨終日装用

幅無回答

図 12 譲用状況
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図 13 装用B数

ていたが 3.1%，ほとんど消毒していなかったが 3.1%，

消毒はしていなかったが 5.2%，その他が 4.1%，無回答

が 37.1%であった(図 18)。

17) SCLの消毒剤

マルチノfーパスソリューション (MPS)が 22.5%，

過酸化水素消毒剤が 5.6%，不明が 71.8%であった(図

19)。

18) 装用方法の遵守 cl日および 1週間連続装用

使い捨て SCL・2週間頻回交換SCLについて)

守っていたが 46.3%，ほぽ守っていたが 20.4%，時々

守っていたが 5.6%，守っていなかったが 11.1%，無回

無回答
3.1% 0% 

図 14 装用時間

口16時間以上

園 8-16時間未満

田4-8時間未満

図 4時間未満

自不規則

口その他

.無回答

口受け取った

閤受け取らなかった

.無回答

図 15 取扱説明書

無回答

口 1ヶ月に 1回

関 3ヶ月に l図

回6ヶ月に 1回

図1年に 1回

掴不定期に受けていた

図受けていなかった

口その他

自信 f眠i叫答

図 16 定期検査

(54 ) 



答が 16.7%であった(凶 20)。

19) 装周回数(1日および 1週間述続装用使い捨て

SCL・2週間頗同交換 SCLについて)

1-7日が 38.9%，8-14 EIが 22.2%，15-30日が 9.3

%， 31 日以上が 3.7%，書l~回答が 25.9% であった(図

21)。

4.1% 

2.1% 

口毎日洗浄していた

凹週に 1回洗浄していた

回全く洗浄していなかった

掴無回答

園週に 2-3図洗浄していた

四ほとんど洗浄していなかった

口その他

図 17 洗 浄

4.1% 

3.1% 

口毎日消毒をしていた

凹週に2-3回消毒をしていた

闇ほとんど消毒していなかった

口その他

1.0% 

4.1% 

3.1% 

臨避に 1回消毒をしていた

図時々消毒をしていた

図消毒はしていなかった

田無回答

図18 SCLの消毒

ロマルチパーパス
ソリューション

圏過酸化水素消毒剤

図19 SCLの消毒剤
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考察

これまでの本調査の報告件数を表 lに示すが，アンケー

トに協力いただいた方は， 日本眼科医会， 日本コンタク

トレンズ学会， 日本コンタクトレンズ協会のホームペー

ジを自ら見たということで， CLへの関心が強いといえ

る。

CLは両眼に装用する場合が多いので， トラブルを生

じるのも両限であることが多Lい、1凶昨刷oト削-1ヘ3
両眼のトラブルが 5臼2.6%と半数以上であつfたこ。自覚症状

としては，充血，自の痛み，乾燥感，かゆみなどが多く，

診断名としても結膜充血，角膜上皮びらん(角膜上皮剥

口守っていた

圏ほぼ守っていた

臼時々守っていなかった

園守っていなかった

.無回答

図20 装用方法の遵守

(I日および 1通関連続使い捨て SCL，2週間頻回交換 SCL)

9.3% 

図21 装周回数

口1-7日

図 8-14日

白 15-30日

~ 31日以上

.無回答

(I日および 1週間連続使い捨て SCL，2週間頻回交換 SCL)

表 1 眼障害アンケート調査の報告件数

調査期間 報告件数

平成14年 1月~

平成18年 5月31日
330件

平成18年 6月20日~

平成19年 7月48
203件

平成19年7月5日~

平成20年 7月4日
137件

平成20年 7月5日~

平成21年 7月4日
141件
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離を含む)，点状表層角膜症が多かった。 CLの合併症

としてもっとも重篤と考えられる角膜潰壊も 10%以上

(右限 10.9%，左眼 11.1%)に認められたが， これまで

の日本眼科医会の調査結果と同等の割合であった刊。

日本限科医会が平成 20年に 9，904名の CL使用者に

行ったアンケート調査結果14)によると，これまでに CL

の使用を一時中止しなければならないようなトラブルを

経験した者は 49.9%c1回が 19.5%，2-5回が 25.9%，

6回以上が 4.5%) で，これらのトラブルのうち， もっ

ともひどいトラブルが良くなるまでに要した日数は

4-7日が 33.6%ともっとも多く， 2-3日が 28.9%，1 

週間-1ヶ月が 25.2%，1ヶ月以上が 5.2%，1日が 4.3

%，治っていないが 0.5%であった。多くの CL使用者

がトラブルを経験しており，それも比較的ひどいトラブ

ルであることが明らかになった。 CL使用者が考えるト

ラブルの原因は，長時間装用したが 24.8%，レンズケア

が不適切であったが 17.0%，CLを入れたまま寝た(連

続装用)が 13.5%，CLをすぐにはずさなかったが 9.2

%，使用期限がある CLを日数を超えて使用したが 6.8

%，眼科医に指示された定期検査を受けなかったが 2.4

%，添付文書をよく読まなかったが 0.3%であった。

この調査結果と今回の調査結果を比較すると， CLの

休止期聞が 4日以上は今回の調査が 29.9%と少なかった。

CLの装用状況は連続装用が 8.2%で， 1日の装用時間は

16時間以上が 20.6%と，長時間装用している者が多かっ

た。 1日および 1週間連続使い捨て SCLや 2週間頻団

交換 SCLの装用方法を守っていたのは 46.3%であった

ことから， CLの使用方法に問題のあることや，毎日洗

浄していたが 71.1%，毎日消毒していたが 42.3%であっ

た結果からレンズケアについても問題があることがわか

る。

CLの処方を受けていない者は 11.3%で，インターネッ

トや通信販売で購入している者は 9.3%であった。 CL

の購入にあたっては必ず眼科専門医の診察を受けて，信

頼のおける販売屈で入手するように指導することが大切

である。

これまでの調査から， 2週閉鎖国交換 SCLを装用し

ている者で MPSを使用している場合の眠障害例が多い

ことが指摘されている同が，本調査でも 2週間頻回交換

SCLが 43.3%ともっとも多く， SCL消毒についても過

酸化水素消毒剤が 5.6%に対して， MPSは22.5%と多かっ

た。使用している消毒剤が不明が71.8%であることは問

題で， レンズケアに関心がないことを裏づける結果であ

る。

定期検査についても 1ヶ月あるいは 3ヶ月に 1固定期

検査を受けているものは 16.5%に対して，全く受けてい

(56 ) 

ないものが 29.9%であることから，定期検査を受けてい

ないことも問題であったことがわかる。

日本眼科医会が行った他の調査結果16)からも， CL使

用者の CLの使い方やレンズケア，定期検査などに問題

があることが指摘されているが，あらためて本調査でも

これらの問題が浮き彫りになった。
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